
特別捜査部・特別刑事部における録音・録画の実施状況

１ 録音・録画を実施した事件数

平成２４年５月から同年９月末までに報告があった事件（５６件）のうち，

録音・録画を行った事件は，５３件（約９４．６パーセント）で，録音・録画

を１回も実施しなかった事件は，３件（約５．４パーセント）である。

【図１】

また，取調べの録音・録画を行った５３件のうち，取調べの全過程の録音・

録画を行ったものは３１件（約５８．５パーセント）である。

（参考）

検証で対象とした期間 平成２３年４月から同２４年４月まで に報告があった事件 ９（ ） （

８件）のうち，録音・録画を行った事件は，９１件（約９２．９パーセント）で，録音

・録画を１回も実施しなかった事件は，７件（約７．１パーセント）であった。

また，取調べの録音・録画を行った９１件のうち，取調べの全過程の録音・録画を行っ

たものは，３９件（約４２．９パーセント）であった。

２ 取調べ時間と録音・録画時間との関係

平成２４年５月から同年９月末までに報告のあった取調べの録音・録画を行

った事件全体（５３件）について，総取調べ時間に占める総録音・録画時間の

割合を見ると，約７０パーセントとなっており，１事件当たりの平均録音・録

画時間は，約３７時間４８分となっている。

このうち，取調べの全過程を録音・録画した事件（３１件）における１事件

当たりの平均録音・録画時間は，約５５時間３９分であり，取調べの一部を録

音・録画した事件（２２件）における，総取調べ時間に占める総録音・録画時

【図１】対象事件における録音・録画の実施率

3件
5.4%

94.6%
53件

録音・録画を行った事件

録音・録画を１回も実施し
なかった事件



間の割合は，約３０．６パーセント，１事件当たりの平均録音・録画時間は，

約１５時間１分となっている。

（参考）

検証で対象とした期間（平成２３年４月から同２４年４月まで）に報告のあった取調べ

の録音・録画を行った事件全体（９１件）については，総取調べ時間に占める総録音・

録画時間の割合は，約５１．４パーセント，１事件当たりの平均録音・録画時間は，約

３２時間１０分であった。

このうち，取調べの全過程を録音・録画した事件（３９件）における１事件当たりの平

均録音・録画時間は約５４時間３５分であり，取調べの一部を録音・録画した事件（５

２件）における，総取調べ時間に占める総録音・録画時間の割合は，約２２．４パーセ

ント，１事件当たりの平均録音・録画時間は，約１５時間２１分である。


